
-1 -

第３回『びほろ』みらいまちづくり会議 「まちの将来像」について【全部会の内容をまとめたもの】

生活環境 ・空気がきれいでみどりが美しくあってほしい ・子ども、高齢者が共存・支え合う生活環境
）している町

・コンパクトシティ、コンパクトな町づ
くり

・緑と水の町
・びほろの美
・エコ！（循環型）
・にぎわいのある街
・素敵なベットタウンの町に

・住みたい町

・住みやすさ全国NO.１の町

・定住できる町

・町全体が安心できる町

・美幌町を誇れる町に！

・３つの日本一（日本一なこと
が３つあるような町）

・将来性のある町

・
あるまち

・
と「共栄（できないことは共
に）」のあるまち

街

・街が人でにぎわっている、活気ある街並み
・商店街が今よりもにぎわっている
・活気あふれる商店街
・店のシャッターが全部開いている街に
・大通りがにぎわっている

、誇り

・唯一の場所、モノ、スペースを創る
・日本各地から視察に来るような美幌ならではのまちづくり

・
・
・他のまちから注目されるなにかがある
・
・子どもたちが誇れるまち

・
・
・ !!プラザ
・ニーズに合った

・
・

・福祉の町
・障がい者があたりまえの生活ができる町
・ボランティアの町

・安全・安心な町
・ にとって安全で安心
な街づくり

・
ロ

・健康寿命日本一
・安心して死ねるまち

高齢者

・高齢者が集う場所がある
・グループホームが増えている（独り暮らしが楽しくできる）

・12 75 76歳となり非常に高齢者が増える。

・孤独な人がいない（皆が誰かとつながりを持てている）
・

人口

・都会の人が安全・安心を求め移り住みやすいと思われる町
・都会の人が自然や緑を求め移り住みやすいと思われる町

・将来的に人口が増えている
・
・
・転出と転入の差がなくなっている
・美幌町を目的に、町外から来る人が増える
・美幌町に住み続けたい!!と思う人が増えている

・人がいっぱい
・Ｉターン、Ｕターンの盛んなまち
・人口減に対応できる新しいまちづくり

子育て世代

・ ・
・
・
・
・
・

・

・
・
・町の中に子どもの遊び場がある

・子育て世代にやさしいまち
・子育てしやすい町
・子育て応援の町
・子育てママが元気な町
・
・安心して出産、子育てができる

・子どもの声が聞こえる街

より「手段」に近い                                                          より「目標」に近い
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人づくり

・B-live ・人の育成、社会教育の推進
・心も（気持ち）身体も元気な人づくりの町

等を含む）がある町。

・人が育つまち 豊かな経験ができる
・
そんな♥を持つ教育

・温かい気持ちを持つ人作り。大人が変
われば子供も変わる

※前のページ参照

教育、
スポーツ

・中高一貫校（小中高でも？）
・（保）幼・小・中教育カリキュラムの連続性

・「び・ほーる」の活用
・美術館の整備
・オリンピック輩出の町として子ども達のスポーツ環境が充実
・柏が丘の運動競技場など、過去にこだわることなく新しい物に
する（町単位で拡大的な考えを持ってほしい）

・室内スケートリンクの新設

・社会教育を重んじる町

・スポーツや文化（イベント）を通じて人が集まる町

労働、雇用

・地域経済の活性化（農商工）
・地場産業の育成
・農産物加工場の増
・

出しの増加、建設業の冬の仕事の増加

・いつまでも働ける環境
・働く場所に困らない
・働きたい人が働ける環境が整っている
・地元卒業者は地元で就職できる

・労働人口の増加

・美幌で就職
・働く人に優しい（労働環境、働き口）

産業

・アスパラのまち びほろ ・農業の活発な町、農業か盛ん

・大きな農業と小さな農業の共存

・自給自足できる町

観光、
特産品

・宿泊施設の充実及びサービス向上
・美幌を中心に観光が広がる町（ホテル）
・総合家畜市場をホテルに
・体験型観光プログラムの創造

・宿泊したくなる町
・これぞ美幌！！と言える（特色ある）モノ
・美幌といえば“これ”という名産品

コミュニケー
ション

・コミュニティーテレビ（ケーブルテレビ） ・優しさいっぱいあり、コミュニケーションのとれる社会
・広域連携（他市町）

・全国から集まるイベントがある

各団体が一致団結出来る町）

・つながる美幌町

その他 ・自衛隊の町
・オホーツクの中継地

より「手段」に近い                                                          より「目標」に近い


